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研究成果の概要（和文）： 

本研究は，日本人英文学習者にとって英文理解で最も重要な観点の一つである学校文法に関す

る情報を付与した実用的な英文データ（広義の学校英文法コーパス）を，学習参考書に掲載され

ている例文を中心に約1万文分，整備した．その英文データの集積過程と並行して半自動的に当

該情報を検出するようなルールを蓄積・活用し，作業の効率化を図った．また，これらを他課題

と連携し，応用研究にも一部活用し，その有用性を確認した． 

 
研究成果の概要（英文）： 

Our research has provided about 10,000 English sentences together with specific 

grammatical rules for reference books used by learners of English. This has proved to be 

essential for Japanese learners trying to understand English texts. We have also designed 

and used a mechanism that retrieves almost automatically referent information beside the 

list of selected English sentences. Moreover, we have amongst other tasks successfully put 

the data’s usability to the test through further applied research. 
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１． 研究開始当初の背景 

 
 近年，大量の電子化用例集（広義のコーパ
ス）が言語研究で重要な役割を果たしている．

このコーパスには平文だけが大量に集積さ
れた生テキストレベルのものから，単語認定
がなされ，品詞や原形といった形態素情報が
付与された形態素レベル，文の構文構造（句
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構造文法などの形式文法が仮定され，それに
よって記述される構造）が与えられた構文レ
ベル，さらには単語の語義や文の意味などが
記述された意味レベルの情報が付与された
ものまで様々である．このような状況のなか
で主に品詞～構文レベル，ときに意味レベル
まで含むような英語の学校文法（学校英文
法）に関する情報が付与された研究等に利用
できる英語コーパスはない．学校英文法は一
般の英語教員や，英語を母語としない日本の
英語学習者にとっては，句構造文法といった
形式文法よりも身近であり，英文等の理解の
重要な切り口の一つである．本研究の各推進
者の研究やその周縁的な研究領域において
も，このような情報が付与されたデータに対
する潜在的なニーズは高かった． 
 
２．研究の目的 
 

前節であげた背景を受け，本研究では主に
次のような 3つの目的を置いた． 
 
(1) 学校英文法に関する情報を付与した研

究利用可能なコーパス（学校英文法コー
パス）を構築すること 
 

(2) 英文に含まれる文法項目を検出するよ
うなルール（文法項目の自動検出ルー
ル）を並行して蓄積し，前述の作業を効
率化すること 
 

(3) 学校英文法コーパスや検出ルールを用
いた応用研究を展開すること 

 
(1)は具体的なデータ構築で，(2)はそれを

援用する手段の蓄積である．(1)の初期段階
では(2)のルールは粗く，(1)への貢献は薄い
ことが予想される．しかし，データの充実化
にしたがってそれらが精密化され，ひとたび
(2)が一定の精度に達すれば(1)のデータ拡
充のペースが上がり，(1),(2)の好循環が整
う．また，ある程度の量の(1)や精度の(2)が
整えば，(3)にあげた学校英文法の項目に関
する統計的分析や教材評価といった応用研
究へ活用することが可能となる．それらの応
用研究から，学校英文法コーパスの不備，再
設計すべき方向性が示唆されることも期待
される．このように，これらの 3つの目的は，
互いに相乗的に進展する仕掛けとなってい
る．本研究はコーパス構築の新しい方法論の
提案でもある． 
なお，本研究では上記の英文データを，従

前，「（学校）英文法コーパス」と呼んでい
た．研究開始後，狭義のコーパスを考えた場
合にはこの名称が不適当であることが懸念
された．そこで，「学校文法情報付き英文デ
ータ」あるいは集積した英文が学習参考書上

の例文（学参例文）であった際には「学校英
文法の学参例文データベース」と名称を変更
している．ただし，この報告書に限っては，
申請書との対応と広義のコーパスという還
観点から，これらのデータを申請時に使用し
た「学校英文法コーパス」と記すこととする． 
 
３．研究の方法 
 

 前項目であげた研究の目的に合わせて，本
研究の方法について述べる． 
 
(1) 学校英文法コーパスの整備 
 初年度に学習指導要領・検定教科書・参考
書および従来研究を精査し，学校英文法コー
パスの基本的な設計（コーパス・デザイン）
を行った．文法項目の種類等を表 1にあげる． 
文法項目の情報付与の粒度については，単

文・節単位と文単位の二方式を検討した．前
者の方式の方が，情報量が高く正確ではある．
しかし，特にオーセンティックな文を対象と
した場合には，試行結果から情報付与の作業
がかなり煩雑となることが見込まれたため，
2 年目以降は文単位の方式に加え，動詞部分
を細分化した形で作業を進めている． 
情報を付与する対象としては，主に次の二

つの資料とした．一つは，代表的な構文解析
済み英文コーパスの一つである Penn 
Treebank の一部（Brown Corpus 部分）で，
比較的広い構文情報によって同定される文
法項目（たとえば，仮定法や分詞構文など）
を対象とした．なお，この Penn Treebank の
一部については，単文・節単位で情報を付与
している．もう一つは，主に高校～大学生レ
ベルの英語参考書の例文（学参例文）である．



 

 

学参例文は，配置されている章節で解説され
た文法項目が顕在化するよう単純化されて
おり，一定の英語知識を備えた者であれば，
問題なく作業できるという利点がある． 

また，蓄積したこれらのデータの公開方法
についても合わせて検討を行った． 

 
(2) 文法項目の検出ルールの蓄積 
 研究推進者らが強くかかわる他課題とも
連動し，(1)の作業の効率化を念頭とした文
法項目の検出ルールの整備を進めた．単に人
手で記述するだけでなく，機械学習を活用し
た自動的な記述なども試みた．それぞれの文
法項目で，検出の精度を見積もり，本課題の
情報付与作業へ還元した．なお，(1)で選択
した学参例文は，この文法項目の検出におい
て，対象とする文法項目とは無関係な情報が
含まれにくいといった点で，非常に都合が良
かった． 
 
(3) 応用研究 
 応用研究については枚挙すれば限りがな
いため，特に研究推進者らが従事している他
課題での応用を優先した．主に英語科学論文
の表現上の質に関わるデータに対して，(2)
のルールを活用し，質間の使用頻度傾向の基
本的な調査，他の言語特徴に比した質判定へ
の寄与を検討した． 
 
４．研究成果 
 
(1) 学校英文法コーパス 
文単位で文法情報を付与した学参例文は，

表 2 の通りである．このなかで「その他（7
冊）」はダブルチェックを経ていない，ある
いは学習参考書内の例文をすべて電子化で
きていないものである．その他を除く 9千文
のうち完全な文法情報（不正確という意味で
はなく，文中の全ての文法情報の使用の是非
が付与されている，という意）が付与されて
いるものが 4千文弱である． 

また，Penn Treebank を対象としたものに
ついては，5 千文弱に対して仮定法や分詞構
文などの比較的広い構文情報に関わる情報
が付与された． 
 データについては，著作権上の問題から英
文そのものは省き，付与した文法情報のみの
公開とした．ただし，英文部分を適当な形式
で準備した際に，公開する文法情報とマージ
するプログラムを別途作成した． 
 
(2) 文法項目の検出ルール 
 検出ルールのなかでも精度が高いものに
ついては，(1)の作業に活用した．作業効率
の向上等について客観的な検討を付してい
ない．しかしながら，文法項目の付与作業に
おいて，簡易とはいえ一から情報を付与して

いくのと，多少誤りが含まれる可能性はある
ものの推定された値が提示され，作業者はそ
れを確認するのみで良い，というのは全体の
作業量を勘案すれば負荷軽減の効果は小さ
くないと考えられる． 
 
(3) 応用研究 
 表現上の質情報が付与された英語科学論
文に対して，(1)や(2)の成果を学校英文法の
観点から基礎的調査を幾通りか試みた．表現
上の質が良い論文と，日本語を母語とする著
者が中心として書いたあまり表現上の質が
高いとはいえないものを比較した．このよう
な場合には，日本人著者が中心となった表現
上あまり良質とは言いがたい論文では，従来
から指摘されているような「現在時制」「受
動態」が過剰使用である，「比較級」「最上級」
「仮定法」などの使用が少ない，といったこ
とが半自動的に明らかになった．また，質判
定という問題で考えた際には，このような学
校文法上の項目の多寡よりは，談話標識や
n-gram といったものの方が相当に優位で，お
おむね予想通りの結果であった． 
 
なお，上記の研究を推進するにあたっては，

後述する研究組織にあげた研究分担者・連携
研究者の他に，研究協力者として小林雄一郎
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割を果たしたことを申し添えておく． 
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